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1.  平成22年3月期第2四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 3,332 9.4 763 1.2 779 0.9 459 1.8
21年3月期第2四半期 3,046 ― 754 ― 772 ― 450 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 14.22 ―

21年3月期第2四半期 13.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 9,221 8,028 87.1 249.44
21年3月期 9,146 7,849 85.8 241.63

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  8,028百万円 21年3月期  7,849百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00

22年3月期 ― 6.50

22年3月期 
（予想）

― 6.50 13.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,650 6.7 1,600 4.7 1,640 4.8 960 6.1 29.55



4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[(注) 詳細は、４ページ【定性的情報・財務情報等】4. その他 をご覧ください。] 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 32,485,000株 21年3月期  32,485,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  300,100株 21年3月期  100株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第2四半期 32,295,329株 21年3月期第2四半期 32,484,900株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の数値等は、業績の
変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 



業界の動向 

ＩＳＰ（インターネット・サービス・プロバイダー）業界におきましては、平成21年６月末のＦＴＴＨ

（光ファイバー）契約者数が1,589万件となり、ＡＤＳＬなどを合わせたブロードバンド契約者数の50％

を越え、主力のサービスとして安定成長を続けております。 

  

会員数の状況 

平成21年９月末のＡＳＡＨＩネット会員数は、451千人（前年同期比24千人増）となりました。なかで

もＦＴＴＨ会員数は、前年同期比34千人増の213千人となり、ブロードバンド会員数（294千人）に占める

比率は72％に達しております。 

 また、モバイル通信の需要の拡大に対応するため、平成21年４月には「新超割モバイル」を、平成21年

８月には「ＦＯＭＡハイスピード定額コース」を提供開始しました。特に「ＦＯＭＡハイスピード定額コ

ース」については、サービスエリアが人口カバー率100％であり通信品質が優れていることや、業界最安

値水準の価格が受け入れられ、固定ブロードバンド回線と併用される会員が増加しています。 

  

ＳａａＳ型教育支援システム「マナバ」の状況 

大学などの教育機関では、学生とのコミュニケーションの充実や、自発的学習のための仕組み作りなど

に取り組んでおり、インターネットを利用した教育支援システムへの需要が高まっております。そのよう

なニーズを確実に捉えるために、当社ではＳａａＳ事業に関する販売体制の強化を図り、セミナー開催や

展示会出展などの活動を積極的に行っております。 

 以上の活動の結果、「マナバ」導入校は20校となりました。 

  

収益の状況 

光ファイバー最速（最大１Gbps）で、光ファイバー最安値を実現した「ＡＳＡＨＩネットひかりone

ギガ得タイプ」の会員数が増加したことなどにより、売上高が前年同期比9.4％増と大きく伸びておりま

す。 

 また、サポートの品質向上、ＳａａＳ営業体制の強化など、中長期にわたって更なる高品質・高収益を

実現できる分野への投資を積極的に進めました。 

  

以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は3,332百万円（前年同期比9.4％増）、営業利益は

763百万円（前年同期比1.2％増）、経常利益は779百万円（前年同期比0.9％増）となり、法人税等を差し

引いた四半期純利益は459百万円（前年同期比1.8％増）と、４年連続の増収増益（同期比）となりまし

た。 

  

①資産、負債及び純資産の増減 

当第２四半期会計期間末における資産総額は前事業年度末に比べ75百万円増加の9,221百万円となりま

した。主な増加要因は会員増に伴う売掛金の増加等によります。また、負債合計は前事業年度末に比べ

103百万円減少の1,193百万円となりました。主な減少要因は、税金の納付に伴う未払法人税等の減少によ

ります。純資産は前事業年度末に比べ178百万円増加の8,028百万円となり、この結果、自己資本比率は

87.1％となりました。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報
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②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比

べ1,572百万円増加の4,167百万円（前年同四半期は2,456百万円）となりました。なお、当第２四半期累

計期間におけるキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 税引前四半期純利益が774百万円ありましたが、法人税等の支払額が377百万円となり、営業活動により

得た資金は399百万円（前年同四半期は598百万円の獲得）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 定期預金の払戻による収入が3,600百万円ありましたが、定期預金の預入による支出1,100百万円や有価

証券の取得による支出が1,000百万円あったことなどにより、投資活動により得た資金は1,454百万円（前

年同四半期は1,058百万円の使用）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動において使用した資金は、配当金の支払額194百万円、自己株式の取得による支出86百万円を

使用し、財務活動により使用した資金は281百万円（前年同四半期は322百万円の使用）となりました。 

  

通期の業績につきましては、平成21年５月12日公表の業績予想値からの修正はございません。 

  

 ① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 ② 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、当事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。 

 ③ 繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の検討において使用した将来の業績

予測及びタックス・プランニングの結果を適用しております。 

 ④ 税金費用の計算 

当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

  

該当事項はありません。 

3. 業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,166,805 5,094,326

売掛金 1,467,148 1,404,837

有価証券 2,101,008 1,100,877

その他 98,636 120,143

貸倒引当金 △2,237 △2,147

流動資産合計 7,831,361 7,718,038

固定資産   

有形固定資産 194,372 228,661

無形固定資産 30,053 31,849

投資その他の資産   

投資有価証券 1,004,600 1,004,600

その他 162,653 164,326

貸倒引当金 △1,143 △1,143

投資その他の資産合計 1,166,110 1,167,782

固定資産合計 1,390,536 1,428,294

資産合計 9,221,897 9,146,333

負債の部   

流動負債   

買掛金 187,244 238,924

未払金 649,431 633,996

未払法人税等 311,060 380,414

その他 45,927 43,607

流動負債合計 1,193,663 1,296,944

負債合計 1,193,663 1,296,944

純資産の部   

株主資本   

資本金 630,480 630,480

資本剰余金 780,808 780,808

利益剰余金 6,702,399 6,438,136

自己株式 △85,454 △36

株主資本合計 8,028,233 7,849,389

純資産合計 8,028,233 7,849,389

負債純資産合計 9,221,897 9,146,333
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(2)【四半期損益計算書】 
【第２四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 3,046,408 3,332,937

売上原価 1,651,839 1,784,281

売上総利益 1,394,569 1,548,656

販売費及び一般管理費 639,907 785,244

営業利益 754,662 763,411

営業外収益   

受取利息 17,158 17,011

その他 432 53

営業外収益合計 17,591 17,064

営業外費用   

為替差損 63 －

自己株式取得費用 － 1,409

営業外費用合計 63 1,409

経常利益 772,189 779,066

特別損失   

固定資産売却損 － 450

固定資産除却損 2,345 －

店舗閉鎖損失 9,330 －

減損損失 － 4,295

特別損失合計 11,675 4,746

税引前四半期純利益 760,514 774,320

法人税等 309,529 315,148

四半期純利益 450,984 459,171
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 760,514 774,320

減価償却費 68,362 69,176

減損損失 － 4,295

貸倒引当金の増減額（△は減少） △175 89

販売促進引当金の増減額(△は減少) △10,793 －

受取利息及び受取配当金 △17,158 △17,011

自己株式取得費用 － 1,409

固定資産売却損益（△は益） － 450

固定資産除却損 2,345 －

店舗閉鎖損失 9,330 －

売上債権の増減額（△は増加） △67,311 △62,310

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,466 1,394

仕入債務の増減額（△は減少） 72,753 △30,818

その他 △18,382 11,651

小計 805,951 752,648

利息及び配当金の受取額 20,719 23,840

法人税等の支払額 △228,665 △377,295

営業活動によるキャッシュ・フロー 598,005 399,192

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △3,500,000 △1,100,000

定期預金の払戻による収入 2,500,000 3,600,000

有価証券の取得による支出 － △1,000,000

有形固定資産の取得による支出 △39,000 △37,055

無形固定資産の取得による支出 △8,155 △4,221

その他 △11,354 △4,008

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,058,509 1,454,714

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △322,965 △194,469

自己株式の取得による支出 － △86,827

財務活動によるキャッシュ・フロー △322,965 △281,297

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △783,469 1,572,609

現金及び現金同等物の期首残高 3,239,714 2,595,204

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,456,244 4,167,814
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当第２四半期累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

該当事項はありません。 

  

当第２四半期累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

当社は、平成21年５月12日開催の取締役会決議により、会社法第165条第３項の規定により読み

替えて適用される同法第156条の規定に基づき自己株式の取得を実施いたしました。この結果、当

第２四半期累計期間において自己株式が85,418千円増加し、当第２四半期会計期間末における自己

株式は85,454千円となっております。 

  
  

  
販売実績 

  

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

6. その他の情報

前第２四半期累計期間
(平成20年４月１日から
平成20年９月30日まで)

当第２四半期累計期間
(平成21年４月１日から
平成21年９月30日まで) 前年同期比(％)

区分 金額(千円) 金額(千円)

 インターネット接続サービス 2,389,766 2,672,284 111.8

 インターネット関連サービス 534,694 535,018 100.1

 その他 121,947 125,633 103.0

合計 3,046,408 3,332,937 109.4
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